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2022年07月29日更新　新原稿

　当社は、宇都宮大学発ベンチャーとして、2017年12月に設立しま
した。代表取締役の塚原は、カラスの音声コミュニケーションに関す
る研究で博士号を取得し、学生・教員としてこれまで20年以上のカラ
スの研究を行ってきました。これまでの研究の知見を生かし、カラス
による被害に対し、追い払いなどの対策に加え、個体数コントロール
の施策提案まで、トータルでカラスによる被害対策のコンサルティン
グや対策製品の開発・サービスの提供を行っています。

「CrowController」（商標登録第6154728号）。
ごみ集積所でのカラスによる被害を防止する装置です。赤外線セン
サーによりカラスの飛来を検知し、スピーカーからカラスの鳴き声が
再生されることでカラスを追い払います。実証実験では１年以上効果
が継続しています。
『CrowLab音声ライセンス「だまくらカラス」』（商標登録第
6521163号）。
　追い払い効果のあるカラスの鳴き声を貸し出し、被害を軽減する
サービス。駐車場等での糞害や畜産農家での被害など、広範囲での被
害現場で効果を発揮しています。サービス開始から3年以上効果が継
続しています。

　その後、当窓口の専門家（弁理士、弁護士）等と協働して、カラス忌避装置等に関する特許
アイデアのブラッシュアップ、当該装置を用いたビジネスモデルの精緻化と知財化、共同開発
による問題点の整理を行い、さらなる差別化を図るため自社ブランドの構築について支援を行
いました。
　また、特許「害鳥忌避装置」の権利化に向けての対応、ネーミング商標「だまくらカラス」
の商標権取得、営業秘密管理規程の整備・運用を開始しました。

　窓口の支援により、同社はカラス忌避装置に関してビジネス戦略に沿った特許出願、及びブ
ランド価値を高める商標登録出願を行い、知財に守られた商品の販売を開始することができま
した。また、共同開発に関する契約についてアドバイスをしてから秘密保持契約（NDA）を
締結され、撃退装置のグレードアップ化と契約に関する問題点の整理に取り組むことで、音声
貸出サービスの大型契約や契約継続に繋がっています。現在では、全国20以上の自治体への
コンサル活動やサービス提供を行う他、電力会社や鉄道会社等のインフラ系企業、物流会社や
農家等様々な業種へサービスを提供されております。さらに、カラスの行動制御技術について
複数の会社と共同開発を始めております。

のビジネス戦略に有益

企業との協業に関して

言をいただき、大変助

　国立大学における20年以上のカラス研究から、カラスの生理・生態
を熟知し、様々な被害現場において適切な対策を提案できます。ま
た、学術的なエビデンスに裏付けられた対策の提案や製品開発を行っ
ています。鳥獣害対策の特許を複数有する上、カラスの音声コミュニ
ケーションを利用したカラス被害対策に関するノウハウを持っていま
す。カラス被害対策に特化した会社は、当社が世界初で、そのユニー
クさから、これまで、NHKやドイツ公共ラジオ放送など国内外のメ
ディアに多数取り上げられた実績があります。
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